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陶山信男教授(近 影)
生年月 日1930年3月9日
現 住 所 名古屋市中村区太閤1-14-4
◆ 略
1957年
1970年
1974年
1974年
1975年
1979年
1982年
1988年
1998年
歴
南山大学文学部中国語学中国文学科卒業
名古屋大学文学研究科中国文学専攻修士課程修了
名古屋大学文学研究科中国文学専攻博士課程単位取得満期退学
愛知大学教養部講師
愛知大学教養部助教授
名古屋大学文学部講師(中国語学概論 ・兼任)
愛知大学教養部教授(中国語 ・朝鮮語他兼担)
名古屋女子大学文学部講師(韓国語 ・兼任)
愛知大学法学部教授(中国語 ・韓国朝鮮語他兼担)
◆学会及び社会における活動
日本中国語学会 ・日本中国学会 ・国語学会 ・朝鮮学会 ・全国漢文教育学会 ・日本言語学会
以上各学会会員(1970年4月～現在)
中部地域における在 日韓国人 ・日本人の知識人教育団体 「淡水会」会長(1992～1994年)
教 育 研 究 実 績
[著書]
1.朴通事諺解 ・老乞大諺解語彙索引
2.朴 通事諺解索引
3.語 法をふまえた初級 中国語
4.新 訂版 ・語法をふ まえた初級中国語
5.初習者のための中国語入門
一初級文法と会話一
6.こ とばを考えるII
7.こ とばを考 える皿
[学術論文]
1.朴通事 ・老乞大の言語
2.朝鮮語の表記について
3.訓 民正音研究(其 一)
4.訓 民正音研究(其 二)
5.訓民正音研究(其 三)
6.訓民正音研究(其 四)
7.朝鮮語 と中国語
単著
共著
単著
単著
共著
1973年4月
1976年12月
1987年2月
1992年4月
1998年12月
共著1990年4月
共著1997年3月
単著
単著
単著
単著
単著
単著
単著
1975年3月
1978年3月
1981年3月
1981年7月
1982年1月
1982年3月
1985年4月
8.大学 における外国語教育の現状 と方法 単著1986年6月
一中国語 を対象 として一
9.柳宗元の散文における語気詞の問題 につ 単著1988年6月
いて
10.近隣諸国の言語 と文化認識 単著1990年6月
一真の交流のために一
11.中国語のすすめ 単著1995年4月
12.韓国 ・朝鮮語 と日本語
13.朝鮮半島における文字の歴史について
一漢字 とハ ングルの関係 一
[口頭発表]
1.中国語の特質について
2.朝 鮮文字の歴史的変遷
3.訓 民正音
一ハ ングル(朝 鮮文字)の 源流 一
4.韓 国 ・朝鮮語 と中国語
5..言語表現について
一漢語の文体 を対象として一
単著1996年3月
単著1999年3月
単独1974年9月
単独1977年5月
単独1979年9月
単独1983年7月
単独1984年7月
采華書林
采華書林
駿河台出版社
駿河台出版社
駿河台出版社
駿河台出版社
駿河台出版社
愛知大学 「文学論叢」第53輯
愛知大学 「文学論叢」第59輯
愛知大学 「文学論叢」第66輯
愛知大学 「文学論叢」第67輯
愛知大学 「文学論叢」第68輯
愛知大学 「文学論叢」第69輯
大阪外国語大学 『朝鮮語大辞典』
巻頭論文(角川書店)
愛知大学 「国際問題研究所紀要」第81号
愛知大学 「文学論叢」第88輯
中日新聞 「文化」
愛知大学 ・法学部中国法政 コース
「ガイ ド・ブ ック」
愛知大学 「外語研紀要」第21号
愛知大学文学会 ・見城幸雄教授頒寿記念
「法制 と文化」
愛知大学言語学研究会
愛知大学言語学談話会公開講座
〃
?
?
6.日 ・中 ・韓三国の言語の学習上の問題
7.韓国 ・朝鮮語の 「敬語」について
一日 ・中両言語との比較において一
8.韓 国 ・朝鮮語の擬態語 ・擬声語について
9.漢 詩の問題 一その詠み方について一
10.漢字の問題
11.韓国 ・朝鮮語 と日本語
12.日・韓言語比較対照論
13.韓国語教育の現状 と方法
14.日・韓言語比較対照論
15.「語気詞」の運用について
16.「音韻」のはな し
17.朝鮮半島における文字の歴史について
一漢字 とハングルの関係 一
[講演]
1.日 ・中 ・韓三国における漢字の現状 と方向
2.日 ・中 ・韓三国の言葉について
3.中 国語 にチャレンジ!
4.日 本における韓国語教育の現状 と展望
5.日韓比較文化論
6.朝 鮮半島における文字の歴史について
一漢字とハングルの関係一
7.外国語の教学問題
一日中韓三国の言葉の問題一
8.韓 国 ・朝鮮語教育の現状 と方法
単独1991年10月
単独1992年5月
単独1993年11月
単独1994年1月
単独1994年9月
単独1995年11月
単独1996年1月
単独1996年7月
単独1996年11月
単独1997年12月
単独1998年11月
単独2000年1月
1993年10月
1995年6月
1995年9月
1996年2月
1997年1月
1999年6月
1999年7月
1999年12月
?
?
〃
〃
〃
愛知大学言語学談話会公開講座
「言語」20周年記念特別講座
「アジアの言語を知ろう!」
愛知大学言語学談話会公開講座
第47回東海地区大学教育研究会
愛知大学言語学談話会公開講座
〃
?
?
東洋文化振興会
愛知大学後援会
愛知県三好町教育委員会「女性カレッジ」
「韓国日本学会」
韓国Seoul同徳女子大学校
愛知大学短期大学部主催 ・公開町民講座
(幸田町教育委員会)
東洋文化振興会
東洋文化振興会
愛知大学文学会公開講演会
陶山信男先生
今 泉 潤太郎
陶山信男先生を本学にお迎えしたのは1974年春であった。前年、桑島信一先生が逝去 さ
れ補充人事 をすすめる必要が生 じた。我々中国語関係者の脳裏 に、期せず して陶山先生が
浮んだのは、この代講に非常勤を依頼 していたことだけに因るものではなかった。それ以
前、名大大学院在籍中か ら我々が所属する日本中国語学会の会員として東海支部例会に出
席 し、研究発表や討論 に加っていたので、研究態度や手法、中国語教育に対する姿勢、な
によりその人柄についてすでに我々の熟知するところであったからである。
当時、東亜同文書院大学を前身とす る本学の中国語教育 は授業方式、教科書、試験方
法、成績評価か ら学生指導、課外活動(弁 論大会、中国語劇、上級生の下級生に対する発
音指導など)に至るまで東亜同文書院の方式を踏襲 したものであ り、中国語教員は筆者が
1963年に本学卒 として加わるまで凡て同文書院関係者が占めていた。今度の人事は中国語
教員を外から採用 した初のケースであったにもかかわらず、早々に決 したのは、陶山先生
の人格、学識、経験 を我々が十二分に承知 していた故によるものであった。
陶山先生の研究上の業績は中国語学 ・韓国語学の両分野に関するもので、多年の中国語・
韓国語教育の実践 と分 ちがたい着実な論 を展開 してお り、講演を含む口頭発表においても
語学教育を主に論 じ、時代を先取 りした示唆に富 むものである。韓国語学 について筆者は
論ずる資格 をもたぬが、ここでは本格的な朝鮮語日本語対訳辞書である大阪外大編r朝 鮮
語大辞典』に先生の巻頭論文が載せ られていることだけを述べてお くにとどめる。
陶山先生は爾来26年にわたり本学の中国語教育の柱 となってこられたばか りか、韓国語
を本学6番 目の外国語 として開設する事 に大 きく寄与 され、ご自身、韓国語も担当されて
こられたのである。先生とともに多年その実現を求めてきた者 としてとくにこのことを強
調 してお きたい。 さらに韓国交流委員会委員長 として中央大学校(ソ ウル)と 協定 を結ぶ
など本学 と韓国との学術教育交流を推進 してこられた。
一5一
愛知大学 言語 と文化No.2
陶山先生の実践を重んずる姿勢は在 日韓国人知識人の組織 「淡水会」会長を務めたこと
など社会面における幅広い活動にもあらわれている。先生の人柄は自ら培 ってこられたも
のに加えて、その姓が示す ごとく学問の家系からくるものもあるのではあるまいか。
陶山先生のこれからのご健勝 とご活躍をくれぐれ も願ってや まない次第である。
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